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Island Countries Economic Development and Cooperation Forum）を通じて急速に強化さ
れてきたことに起因する。同フォーラムは、中国と太平洋島嶼諸国間の貿易や投資、
観光などを促進することを目的としており、第 1回は 2006年 4月にフィジーの首都
であるスバで開催された。第 1回フォーラムには、中国から温家宝首相が出席し、太
平洋島嶼諸国に対し、3 年間で 3 億元の融資や 2,000 人の政府職員・技術者への訓練
プログラムの実施などが表明された 1。第 2回フォーラムは 2013年 11月に広州で開
催され、汪洋副首相が出席した。第 2回フォーラムでは、インフラ開発などのために
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3 例えば、Henderson and Reilly（2003）を参照。 
4 第 2回の中国・太平洋島嶼国経済開発協力フォーラムで汪洋副首相は、以下のと
おり述べている（出典は注 2に同じ）。"China's aid to Pacific island countries is sincere 
and selfless, without any additional conditions." 
5 例えば、Wesley-Smith and Porter eds.（2010）を参照。 
6 フィジーでは 2014年 9月に総選挙が実施され、バイニマラマが率いるフィジーフ
ァースト党が勝利した。しかし、総選挙が実施される前の 2014年 2月の時点で、オ
ーストラリアのビショップ外相がバイニマラマ首相と会談し、フィジーとの関係改
善について話し合っている。また、選挙準備に向けた支援やオーストラリアへの季
節労働者にフィジー人を含めることなどについても提案されている。詳しくは、
Hayward-Jones（2014）を参照のこと。 
7 Hameiri（2015）は、フィジーが中国の存在をことさら喧伝してオーストラリアを
揺さぶり、外交的な成果を上げていたことを詳しく述べている。 
